
質問事項回答⑥何か事前に伝えときたいことは？事前にまとめていたものを載せておきます

⾃⼰理解から⽣み出した理想世界
⼗⼈⼗⾊である個々の持つ強みを発⾒し
その強みを磨きに磨いて磨き切った者たちが
各々ポテンシャルを発揮し活躍している世界

⾃⼰理解から⽣み出したコンセプトメッセージ依存から完全脱却し、個を磨け

考えていた世界観補助要素

イメージしたキャラクター

ジェームズボンド

⻘汁王⼦

ローランド

⾊

黒

ブラックゴールド

シルバー

世界観のある⾃分の好きなモノから導き出した共通点らしきもの

ダークヒーロー的な

強さがある

⼈として完璧ではない

王道スタイルではない

参考

007（映画、男のロマンという感じで好き）

イブサンローラン（服のブランドでクールでシンプルだけど上品さがあるのが好き）

ジェームズボンド（かっこいいけど⼥の⼦に弱いのが好き）

⻘汁王⼦（物おじせず物申すとこや、天才的な考え⽅が好き）

ローランド（雰囲気とたまにお茶⽬なところが好き）

ガンツ王道な漫画じゃなくてはちゃめちゃな読めない展開が好き

くろのけい（ガンツの主⼈公、⼈間的なところと、何度も⽴ち上がる意志の強さが好き）

他の⼈から聞いた⾃分のイメージ

⾊

黒

濃いグレー

⾚

緑

性格や雰囲気

表⾯は冷静沈着で頼り甲斐があり、⼼のうちは燃え盛っている

シャープさがある（柔らかいイメージはない）

落ち着いている

謎を秘めているところあり

ポジティブ

知的

クールさ

次回プロフィール

個々の強みを磨き⼗⼈⼗⾊の在り⽅を｜
最⾼⽉136万｜顧客⽉50万輩出,⾮稼ぐ系収益化｜
他依存（会社,親,メンター,教材,環境,モチベ,資格etc）のまま本領発揮できてない眠れる才能者に完全個の⼒で稼ぐ⽅法を発信｜
「脱依存思考➤⾃⼰確⽴➤クロージングせず収益がでる独⾃ファネル・プロモ構築」を伝授｜
⾃分のレールを⼒強く歩け

①あなたの⼈⽣と性格について具体的に語ってください
苦難・挫折・成功・夢・⽬標・経歴まとめ

⾃分の歴史

スプレッドシート https:��docs.google.com/spreadsheets/d/1uWjTwraTSVvIsfLn7SLkS57KH34b-rwUOCke4iA9PK0/edit?usp=sharing

⾃⼰紹介記事 https:��syu-m-blog.com/profile

性格

粘り強く努⼒し前進する

リスクを冒しても挑戦

ポジティブ・前向き・楽観的

弱⾳を吐かない

おおざっぱで細かいことは嫌い

集中したら没頭してしまい周りが⾒えなくなる

尊敬できない⼈から指図を受けたくない

何かに依存したくない

外向型でアクティブ・積極的

メンヘラ製造機

他の⼈のパフォーマンスと⽐較するとやる気出る

闘うと決めたことに対しての競争ができる

弱いものをみると⼿助けしたくなってしまう

未来を⾒るタイプで過去はどうでもいい

学習意欲がある

敵と⾒做し敵が⽛を向いてきたらら恐れずに⽴ち向かうし、意⾒する

素直に学ぶ

何事にも動じない

性格が反映されている主義主張

弱みを伸ばそうとせず、強みだけを⾒ろ

過去の事をねちねち⾔うな、未来を描け

ダサくじゃなくて、かっこよくいろ

広い⼈脈じゃなくて、濃く深く尊敬しあえる最⾼の仲間を持て

利⼰的に抑圧・利⽤してくる奴らとは付き合うな

限界を考えずに常に成⻑し続けろ

他の誰かが敷いたレールを歩くのではなく、全ての物事に対して⾃分で決定権を持って進め

実⼒持たないまま変に媚びるより実⼒で⽬⽴て

⾃分の気持ち・感情を絶対に押し殺すな

⼈⽣の経歴兼、印象に残ったこと

幼少期

【困難な道を粘り強く前進する事の⼤切さの発⾒】
 
＜年齢：3歳＞
 
 
＜出来事＞
家族で富⼠⼭を登⼭した時に、
⼤⼈に負けず頑張って登っていた時に
 
「ちっちゃいのにむねくん凄いね」
 
と⺟と姉に⾔われたのが嬉しかった。
 
そこでキツかったけど、
なぜか弱⾳を吐いて絶対に抱っことかは⾔いたくなくて、
とにかく家族の先⼈を切ってガムシャラに登って⾏った。
 
その道中で、⽗、⺟、姉から「疲れた」とかそういう⾔葉が出てたが、
ちっちゃいながら黙々と登っていた思い出。
 
⾃分の登っている姿を⾒たら、
家族みんなが頑張ってあとを追ってくる気がして、
⽗親と同じぐらいかそれ以上ぐらいの勢いで登って
1号⽬から5号⽬まで登った。
 
 
▶ 

こういった経験から、
困難な道でも⾟くても⼀⼼不乱に
粘り強く⾏動することが正義と感じた成功体験の⼀つ

【リスクを冒しても挑戦することが好きになった経験】
 
＜年齢：4歳＞
 
 
＜出来事＞
⺟と姉とハワイ旅⾏（親戚の結婚式）へ⾏った時に
プールで遊んでいた。
 
そこで、⺟親からコーラとポテトを
プールサイドのお店でおつかいしてきて
と⾔われて英語を教えてもらい
怖かったけど、⼀⼈で買いに⾏った。
 
実際に勇気を振り絞って店員さんへ
カタコトで英語を話したら
理解してくれて、⼀⼈で買うことができた。
 
勝ち誇ったような気分だったし、すごく充実感があった。
 
なんでもやってみたら良いと⼦供ながら感じた。
 
 
▶ 

この出来事から、
何かしらの恐怖・リスクがあっても突き進んで
挑戦することが好きになった成功体験。

【理不尽な物事・⼈が嫌いになったキッカケ】
 
＜年齢：5歳＞
 
 
＜出来事＞
保育園の年⻑の時、
お昼ご飯で腐ったような
匂いのする⿂が出た。
 
実際には腐ってはいないが
どうしても匂いが無理で
⾷べれず残したら
 
担当の先⽣がご飯残すのを許さないとなって
お昼過ぎのお昼寝タイムの間中
ずっと⾃分だけを廊下に⼀⼈で正座させられて
お弁当を横に置かれ⾷べるまで教室で
寝させないとなっていた。
 
結局、どうしても⾷べれず泣いていた。
けど、容赦ない⾔葉をかけられて
無理に⾷べさせられそうになったし
さらには、廊下で放置させられていた
記憶がある。
 
なんでこんなことすんだ？と思ったし
嫌悪感しかなかった。
 
 
▶ 

こういった経験から、理不尽な物事・⼈が⼤嫌いになった過去。

⼩学⽣

【計画⽴てて効率的に優先順位を決め
⽬標を果たすことが得意になったキッカケ】
 
＜年齢：7歳＞
 
 
＜出来事＞
家の近くのダイエーでおもちゃ（レゴや作成型、プラモデル等）
を買ってもらった時に
 
⺟親から
「説明書を必ず⾒てからおもちゃを作るんだよ」
と⾔われて
 
いきなり作り始めるのではなくて、順番とか作り⽅を
よく⾒て作らないといけないんだなと思った。
 
この⾔葉を⾔われた以降は必ず
説明書を⾒てから取り組むようになった。
 
 
▶ 

この経験が染み付いて、順序⽴てて効率的に計画を実⾏すること
そして、定めた⽬標に集中して果たすことが得意になった。

【外向き・アクティブさが性質になっている体験】
 
＜年齢：7歳＞
 
 
＜出来事＞
学校よりも、学校が終わった後に
遊びに⾏くことが⼤好きだった。
 
具体的には、隣の地区まで出掛けて
友⼈と川で遊んだり、公園で遊んだり
してワクワクしていた。
 
堤防を登らないと⼊れない砂洲に⾏ってザリガニを取って
友⼈と遊んでたのがめちゃめっちゃ楽しかった。
 
⾮⽇常を楽しんでいる気持ちになっていた。
 
 
▶ 

こういった体験から、誰かと楽しいことをしたり
⾃分で積極的に動いて何かをする
というのに楽しみを⾒出している

【誰にも頼らずに⾃分を強く信じて⾏動するようになった体験】
【約束を破る⼈に嫌悪感を抱くようになった体験】
 
＜年齢：8歳＞
 
 
＜出来事＞
当時、ボーイスカウトに⼊会をしていて
芋掘り体験のイベントがあった。
 
いつもボーイスカウトの活動の帰りに
⺟が迎えにくるが、
このイベントの時は⺟に予定があったため
⽗親が迎えに来ると聞いていた。
 
そして、芋掘り体験が終わり
⼣⽅、家から歩いて40分ほど離れている解散場所に
みんな降ろされて、僕も迎えを待っていた。
 
しかし、なかなか迎えが来ないで
どんどん周りの友⼈は迎えが来て帰って⾏った。
 
解散場所から少し離れて、迎えにくる様⼦があるか
⼤通りに出たりしていたら、いつのまにかボーイスカウトの
先⽣たちも居なくなっていた。
 
だんだんと孤独感に襲われたが、
このままだと迎えは来ないと判断して
⾃分の⾜で帰るしかないと思った。
 
重い芋をビニール袋にいれて
途中やぶけながらも40分かけて家に帰った。
 
家には⽗親がいたが
「迎えを忘れていた」
とのことだった。
 
本当にクソだと思った。
 
 
▶ 

この体験から、誰かに頼っても期待できなくて
最終的には⾃分の⼒でどうにかするしかないと⾃分を信じる
ようになった。
 
それに約束を守らない⼈を嫌いになった。

【闘うと決めたことに対して競争し勝ちに拘るようになった経験】
 
＜年齢：11歳＞
 
 
＜出来事＞
永島家にはニンテンドー64があり、
⼩学校のみんなの溜まり場になっていた。
 
5-6⼈とか来ていた。
 
そして、よくみんなでスマブラや
007をやっていた。
 
ゲームは4⼈までしかできないので
勝ったら交代なしで、負けたら余っている⼈と
交代しなくちゃいけない。
 
なので、負けるとゲームを楽しめる時間が
減ってしまうし、⾃分の家なのにつまらない
 
となってしまう。
 
だから、負けたくなくて
勝つために必死にゲームを練習して
絶対に負けないぞって気持ちで
いつも遊びながらも競い合っていた。
 
何よりもゲーム内で圧倒的な強さを
⾒せて全員倒した時に
 
「めちゃつえー」
「すごい」
 
とか⾔われてめちゃめちゃ嬉しかった覚えがある。
 
 
▶ 

こういった経験から
⾃分の中で闘うってなった時の
勝つことにはこだわりがあって
他の⼈のパフォーマンスと⽐較するとやる気が出るし、
コンテストで勝つために相当な努⼒ができて
競い合って⼀番の時にめちゃ喜べるところに繋がっている。

中⾼⽣

【将来に⽬を向けて突き進むのが当たり前になった経験】
 
＜年齢：18歳＞
 
 
＜出来事＞
⾼校1年⽣の時に、
将来は薬剤師になって親の会社を継ぐと正式に決めて
⾼校3年⽣で薬学部の指定校推薦を取り
⼤学へ合格するという⽬標を定めており、
実際に⾼3で取得できた。
 
⼤学の指定校推薦を取るという
3年という⻑いスパンで将来を考え
テスト前に⼀夜漬けの勉強をしたり
先⽣の内申点には響かないように
休まず授業を出ていた。
 
昭和⼤学の掲⽰板へ合格発表を
⾒に⾏き、合格番号があったのが
相当嬉しくて3年間が報われた感じがし
 
やってて本当によかったと思えた。
 
 
▶ 

こういった経験から、
将来を⾒据えて動けば必ず物事は達成できると
確信でき、将来をみて前進していくことが
爽快で素晴らしいことだと感じた成功体験

【対⽴を恐れずに⽴ち向かう事が⼤切だと感じる事ができた体験】
【実⼒がないと何もできないと感じた体験】
 
＜年齢：18歳＞
 
 
＜出来事＞
品川のお祭りがあり、
仲の良い男⼥グループ10⼈ぐらいで出かけた。
 
公園で花⽕をして
楽しんで帰っている時に
いきなり地元の不良グループに
絡まれ向こうが⼀⽅的に威圧してきた。
 
ヤバいなと思ったが、⼥の⼦がいるし
俺たちは守るために⽴ち向かっていったが
 
不良グループの応援も来て
敵が⼤⼈数になっていた。
 
これは勝ち⽬ないな本能でこわってなったけど
 
警察沙汰になると⼤学推薦の剥奪も
考えられるため、⼀⽅的に罵倒されたり
胸ぐら掴まれたりで謝罪するしかなかった。
 
幸い暴⼒は振られなかった。
 
最終的には先輩の名前だしたら
その先輩と知り合い？らしく
その先輩に免じて許してやるとなったが
 
その時はほんと命の危機を感じた。
 
 
こういう時に何もできない無⼒さが悔しかった。
 
 
▶ 

この体験を通して、
対⽴して⽴ち向かう事で守れるものがあると知り、
そのためには実⼒をつけなくては何もできないと知った体験

【仲間と楽しみながら1つのこと創り出すワクワク感を得た体験】
 
＜年齢：18歳＞
 
 
＜出来事＞
⾼校3年性の学園祭の時に
最後の学園祭ということもあって
仲良いグループ15⼈ぐらいで何かやろうと
話になり、AKB48の「会いたかった」を⼥装して
踊ることになった。
 
男⼦校だったから、話題性があったし
周りの⾼校からも⾒に来る⼈がいて
観客が多く来た。
 
⼤盛況なのも嬉しかったが、
その学園祭のダンス成功のために
仲間と1ヶ⽉前ぐらいから⾐装決めたり
ダンスの練習したりでまさにウォータボーイズの
⼥の⼦がいない版の⻘春。
 
この過程が超楽しかったし、
団結感もすごかったし
終わった後の達成感も半端なかった。
 
 
▶ 

この経験から、仲間と楽しみながら
何かを創り出していくことにワクワク感があり、好きになった体験

⼤学⽣

【強いやつが弱い⼈イジメるのが嫌いになったキッカケ】
 
＜年齢：19歳＞
 
 
＜出来事＞
⼤学1年⽣の時は、全寮制だったため
⼭梨県で寮⽣活が始まった。
 
4⼈⼀部屋だったが、
そのうちの1⼈が体臭が臭いとかで
違う部屋のメンツにいじられ始め
それが次第にエスカレートしていった。
 
同じ部屋の残り3⼈はそういうのを気にしないで
性格は良いやつだったので仲良くやっていた。
 
1年⼀緒にいたけど、その友達がパシリに
使われたりしているのとかを⾒てすごく嫌な気分だった。
 
だけど、主犯のやつも他の⼈には良いやつで
嫌われたりしていなくて⾔うに⾔えない状況。
 
いじめ⾃体そんな陰湿でもなく
⼤きなことにはなんなくて
いじめられる側もメンタル強かったから
最後愛されキャラっぽくなってた。
 
 
▶ 

だけど、こういった経験から感じた⾃分⾃⾝の⼼は、
強いやつが弱いものをいじめているのが
本当に⼤嫌い。
強いなら弱者を守れと思った体験。

【薄っぺらい⼈間関係はいらず本気の深い狭い関係が⼤切だと確信した体験】
 
＜年齢：22歳＞
 
 
＜出来事＞
⼤好きだった彼⼥に振られた20歳ぐらいの時に
寂しさから友達の輪を広げてとにかく
飲み会をしまくっていた。
 
イベントサークルにも参加していたし
 
毎⽇のように飲み会の企画。
誘われればハシゴしてでもいく。
 
彼⼥を作るわけでもなく
虚無感に襲われていて躁鬱病ぽい
動き⽅をしていたかもしれない。
 
当時はそれが楽しかった。
 
それを2年ぐらい続けて
 
その後、⼀⼈の彼⼥を作ったが
そいつがメンヘラ、友⼈の輪を
どんどん潰していって
⼤学の⼈との付き合いが
ほとんど無くなってしまった。
 
2年飲み会して知り合った
薄っぺらい関係のメンバーとも
特に縁はなく、⼤学の友⼈とも
学校で会うぐらいで極端に
交流が減ったのを経験。
 
すごい息苦しくて縛られるのは
本当に苦⼿だなと感じた。
 
その時付き合っていた彼⼥とは1年で別れ
少しずつ友⼈関係が元に戻ってきた時に
 
特に、離れて戻っても⼼から話せる友達が
⼀⼈でもいるって嬉しいなと思ったし。
 
ちなみにたくさん交流を増やすのはもういいや
めんどくさい、したくないと思った。
 
 
▶ 

こういった経験をしたことから、
無駄に薄っぺらい⼈脈を広げても数年経ったら
消えるなと分かったし、
少し離れても真に関係が出来上がっている⼈で
あるのなら、また戻っても⾃然と話す事ができるなと
思ったので薄い⼈間関係はいらず、
深い狭い⼈脈で⼗分と思うようになった経験だった。

【⾃分の⾮⼒さを実感し素直に頼る事が⼤切だと感じた体験】
 
＜年齢：23歳＞
 
 
＜出来事＞
⼤学5年⽣になり、就活が始まった。
 
就活が始まった時に「余裕で外資に受かるでしょ」
と思っていたが、インターン募集は全部落ち
本格的に就活開始で希望していた40個ぐらい応募して
 
書類選考はほぼ通らず、1次選考が15個ぐらいだったが
7個しか次に通らず、最終⾯接までは1個、その最終⾯接は⾒事に落ちた。
 
その時には、他のみんな第⼀志望に
受かったりしていて学校ではキラキラ輝いていて
羨ましいなって思っていた。
 
正直、薬学部の男⼦の中でカースト的には上の⽅だったので
スクールカーストが⾃分より下の奴に負けている感覚で
本当に悔しかった。
 
就活って⾒定められる感があって本当に嫌だった。
⾃分を偽る感じがいつもの⾃分と違うなってわかっていた。
定型⽂書かなくちゃいけないし。
 
家で⾃分の無⼒さに泣いた。
 
けど、外資に⾏きたい想いと絶対に受かってやるという想いは
まだあった。
 
だから、就活でうまくいっていたスクールカースト下だけど
⼀番実績出ていた⼥の⼦に頭下げてカラオケで毎⽇⾯接や
グループディスカッションの指導をしてもらった。
 
2次募集枠で必死こいて、最終⾯接は残り2つ。
どちらも外資が資本のところだったからガチで臨んだ。
 
結果、1つ落ち、1つ合格。
 
京急線の電⾞内で俺の就活が終わった。
 
 
▶ 

この経験で感じたことは今までバスケでしか挫折をしてこなかった
⾃分が、20歳を超えての⼤失敗して、そうとう追い詰められた悔しさと情けなさだった。
しかし、この経験があるからこそ、⽴ち直る⼒がついたし、
誰かに頼るってことを苦⼿にしてきたけど、
ちゃんと⼒を借りる事が⼤切だと思った。

社会⼈以降

【男こそかっこよく良いものを求める思考の原点】
【堂々とした存在感を出すキッカケとなった体験】
 
＜年齢：25歳＞
 
 
＜出来事＞
会社に⼊り、今までに出会ったことのない⼈種に出会った。
 
名古屋から来た1個上の同期（浪⼈していた）で
彼との研修での⽇々が僕の価値観を変えていった。
 
同期や合コンでご飯へ⾏く時もいちいちオシャレで質も良く
⾼級店でかっこいい場所を調べて提案してきてくれる。
 
東京⼈の僕以上にいい店知っている。
 
最初、なんだこいつと思ってたけど
名古屋⼈は⾒栄っ張りだから、
俺かっこよさ重視なんだよねとぶれない軸を
持ってて普通にかっこいい。（ローランド的な）
 
お⾦は当時そんなないけど、みんなで
その⾼級店での⾷事を楽しんだし
 
⼀緒に買い物へ⾏く時もどうどうと⾼級店に⼊っていく。
 
そしていろいろ店員さんと会話して
商品出させてきて「いいっすね、またきます」
とか⾔って買う気はないんだけど
とにかく⾒たいやつを⾒まくっていた。
 
男として価値観もあって⼀緒に過ごす⽇々は
刺激的で新鮮だったし
感化されまくっていた実感があった。
 
 
▶ 

こういった体験から、質が良く男こそかっこよく
洒落ているところをといった感覚や
堂々とブれない感じがカッコいいなという価値観が
⾃分の中に⽣まれた体験と思い出だった。

【⼀⼈も好きだけど楽しさや幸せを分かち合うのは⼤切だなと思った体験】
 
＜年齢：28歳＞
 
 
＜出来事＞
当時付き合っていた超可愛い彼⼥に振られてしまったため、
オーストラリアのゴールドコーストへ⼀⼈で傷⼼旅⾏へいった。
 
⼀⼈も好きだしリラックスして楽しもうと思ったが
実際に⾏ってみたら彼⼥のこと思い出しちゃうし
買い物いっても、海へ⾏っても⼀⼈だし
めちゃくちゃつまらない。
 
でかいコンドミニアム部屋だったため
部屋は2個あって⾵呂もなにもかもでかい。（ここが⼀番安かった）
 
夜は外に飲みに⾏ってクラブへ⼀⼈で⾏ったところ
外⼈と友達になってもう⼀個クラブはしごしようよ！
と⾔われて付いていった。
 
ただ、そこはその外⼈の⾏きつけのクラブだったみたいで
みんな知り合い。
だから、ずっと輪に⼊っているのが
コミュニケーション英語だし難しい。
 
そんなこんなで帰りも⼀⼈だから危ないし
早めの1時ぐらいに⾃分だけ帰っていった。
 
 
▶ 

こんな体験をしたので⼀⼈でいるのも好きだけど
誰かと⼀緒に何かをすることの⽅が
最終的に嬉しさや、楽しさ、幸せを分かち合えて
満⾜度が間違いなく違うなと確信した体験。

【クソほどフラストレーションが⽣まれた原体験】
 
＜年齢：29歳＞
 
 
＜出来事＞
27〜29歳の間、⽗の会社へ戻り将来社⻑になるために
武者修⾏として希望を持って働いていた。
 
だが、実際に働いてみたところ
理想と現実のギャップが相当あった。
 
✔ ⽗は朝、社⻑出勤が当たり前
✔ 夜は忙しいのに平気で帰り飲みにいく
✔ 忙しいのに昼休憩へいってなかなか戻ってこない
✔ めんどくさい作業が発⽣すると
毎回あたかも思い出したかのように
「俺は事務所で⽤事あるから」とやらない理由を
いってその場にいないようにする、あとでやれる⽤事。
 → そうすればめんどくさいことをやらずに済むため
✔ あとでやれる⽤事はあとでやれば？といえば
反論してきてこれはいま必要なんだと正当化
✔ とにかく⾃分が楽をするためにずる賢い
✔ 昔の古いやり⽅を変えようとしない
✔ 新しい考え⽅を拒否
✔ もっと効率良いやり⽅があるのに全く考えない
✔ ⽗の考え⽅が引き継がれているので従業員のレベルも相当低い
✔ 従業員同⼠、⼩さなことで議論して正直どうでもいい
✔ 何度いっても直さない無能な社員
✔ 感情的にワーワーわめく社員
 
✔ おばあちゃんの遺産を平気で
私利私欲のために愛⼈へ使う
✔ 俺を駒にして騙して、毎⽉のように⻑期にわたって
海外へ⾏って愛⼈と遊んでいた
✔ 会社が⾃転⾞操業のようにやばい状態なのに
遊びに⾛って何をやっている？
俺が3代⽬になる時にすっからかんにするつもりか？
✔ 俺のおかげでいい⽣活ができているとの⾔葉
 
 
▶ 

上記から、⼈としてもビジネスとしても
尊敬できない⼈とは絶対に⼀緒にいたくない。
それは家族であろうと誰であろうと関係ない。
⼈としてがなってない奴は、ゴミクズ野郎
⾃分の仕事に責任を持たない奴はクズ
無能なのはバカ、こちらの⺠度が下がるから絡みたくない
感情的にわめくな、⾃分でコントロールしろクソ
もっと良い⽅法に変えていかなくて
現状維持しているのは⾺⿅じゃねえの、将来苦労するぞ
それを⼈に押し付けるな
家族をなんだと思っているいっぺん地獄に落ちた⽅がいい
⾃分だけの代がよくて後を考えずに
⼈に迷惑をかけるようなことをすんじゃねえボケ
モラハラな発⾔で⼈の信頼を失っているのを気づけ

【絶対に利⽤・抑圧されたくないと強く思った体験】
【⼈を100%信じるのが怖いを助⻑させた原因】
 
＜年齢：31歳＞
 
 
＜出来事＞
ネットビジネスのコミュニティに2年間近くいて
組織の運営側に知らず知らずのうちに洗脳されて
回っていたが、
 
内⼼疑問に思いながらもやっていた。
✔ ABCクロージングは違和感
✔ マルチレベルアフィリエイトはそもそもやりたいことと違う
✔ マーケティングを学びたかっただけ
✔ プレゼンター（講師）という⽴場にたったから
相談を誰にもできずに上には本⾳をいったら潰される
✔ コミュニティを辞めた⼈に対しての異常なまでの攻撃（あいつはやばいとみんなに洗脳する）
✔ 実のメンターは、上のリーダーの⾔いなりで⾔っていることがコロコロ変わるし、
しまいには上のリーダーが俺の事をおそらく好きではないので
⼀緒になってミーティングで攻撃してくる
✔ 組織を守るために嘘に必死
✔ それをあたかも正しいと思っていてキモい
✔ コミュニティの上の⼈たちと話すときは、
コントロールする時なので⼼理戦。
こちらは本⾳で何も語れない息苦しさ。
✔ そんな⼈たちと⼀緒に仕事をしたくない
✔ 利⽤しまくって捨てる感じがいけ好かない
 
 
▶ 

上記から、価値観を押し付けてコントロールしてくるやつは嫌いだし
抑圧されている状況で押し殺していた⾃分があったし
信じたくてもやってることや、⾔っていることが不信感しかなかった。
結局、使い捨ての駒みたいな雰囲気を出されたので
⼈間的にクズなんだなと思って⼀⽣関わりたくない。
正直、表向きは誰にでも関わるけど、⼼の底では⼈を信じたら負けなんだなと感じている。

②あなたが提供する商品やサービスについて

コンテンツ

Brain

⾃社プラットフォーム

サブスク制会員サイト

コンサルティング

フル

スポット

③あなたの発信を受け取る⼈はどんな⼈ですか？
20代後半〜30代前半のすでに情報ビジネスを始めている男性、所得は⽉25〜66万近く
コンテンツはゼロか1つ持っており、コンサルティングを⾏なっている。（2022年2⽉〜4⽉の過去の⾃分と似た様な⼈）

④あなたの最も好きなものと苦⼿なものはなんですか？

最も好きなもの 飲み物がパッと出てきました笑 エスプレッソ

最も苦⼿なもの 掃除

⑤あなたの持つスキルとサービスの絶対的な強みは何ですか？

スキルの絶対的な強み

強みを⾒つけ強みを伸ばす能⼒

計画・⽬標を管理し実⾏する⼒

サービスの絶対的な強み

⼈に合わせて体系だってコンサルティングできる

専⾨の知識があり引き出しがある

完全引きのセールス

プロダクト・ローンチ

ファネル構築

コンセプトメイク

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1uWjTwraTSVvIsfLn7SLkS57KH34b-rwUOCke4iA9PK0/edit?usp=sharing
https://syu-m-blog.com/profile

